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Ⅰ新技術の解説 

１ 要 旨  

 古くから会津地方で飼育されてきた地鶏を利用して当場で開発した会津地鶏は、平成４年度から普及 推

進に当たっているが、種鶏（会津地鶏の父系）である大型会津地鶏は、羽装の斉一性、増体を指標として改

良がなされており、種鶏としての能力が向上している。そこで、コマーシャル鶏の会津地鶏について現時点

での基本能力を検討したところ、開発当初より能力が向上し、生産コストの低減につながることが明らかとな

った。 

（１）育成率：雌雄ともに９９％以上となり、雄の育成率が向上した。 

（２）体重 ：雄の１４週齢で２，６２８ｇ、雌の１７週齢で２，１４６ｇとなり、それぞれ７％、１０％増加した。 

（３）飼料要求率：１４週齢の雄で２．９２、１７週齢の雌で３．５６となり、それぞれ０．０８，０．２４向上した。 

（４）生産費：当場試算の生産費では生体１ｋｇ当たり４１０円となり、開発当初よりも３５円のコスト低減とな

る。 

 

２ 期待される効果  

  会津地鶏の生産コストの低減による飼育農家の経済性向上。  

 

３ 適用範囲  

  県内の会津地鶏を生産する農家及び団体  

 

４ 普及上の留意点  

  飼養条件はこれまでのマニュアルに従う。 

 

Ⅱ 具体的データ等 

 

Ⅲその他 
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